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総 会 議 事 録 

 

１．開催日時  平成３１年１月１６日（水） 午前９時３０分 

 

２．開催場所  瀬戸内市役所 ２階 大会議室 

 

３．農業委員  １０名中９名出席し、その氏名は次のとおり 

太 田   修  尾 上 昭 則  野 田   稔  由 喜 門  尊 

藤 原 由 果  石 黒 五 月  大 森 茂 利  久 山 英 之 

藤 澤 美 芳 

 

欠席委員 

木 下   泉 

 

４．農地利用最適化推進委員 

  山 本 滿 政  服 部 千 敏  松 本 英 樹  山 本 和 博 

松 尾 賴 男  山 﨑   徹  立 岡   元  岡 﨑   浩 

田 中 伸 五  梶 原 太 郎  原 田 敏 一  三 浦 義 弘 

鷹 取 美 春  大 森 幹 男  福 池 正 美  藤 原 和 正 

射 越 誠 一  山 本 祐 章  茂 成 和 延 

  

 

５．議事に参与した者 

  事務局長 難波 彰生 

  事 務 局 蒲 直之 

  事 務 局 久山 貴史 

 

６．議事内容 

  報 告 事 項 農地法許可に係る専決処分について 

第１号議案 農地法第３条許可申請について 

第２号議案 農地法第４条許可申請について 

第３号議案 農地法第５条許可申請について 

第４号議案 農業経営基盤強化促進法による農用地利用集積計画について 

（利用権設定） 

そ の 他  
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事 務 局 長 開会を宣言する（午前９時３０分） 

定刻となりましたので、これより平成３０年度瀬戸内市農業委員会、

第１０回の総会を始めさせていただきます。開会にあたりまして、木

下会長は本日欠席しておりますので、藤澤会長代理よりごあいさつを

申し上げます。 

議    長  おはようございます。本日は、お忙しい中のご出席誠にありがとうご

ざいます。木下会長が欠席ということで私が議長を務めさせていただ

きます。それではご審議のほどよろしくお願いいたします。 

事 務 局 長  ありがとうございました。ただいまの農業委員の出席数は定数１０名

のうち９名ということで、瀬戸内市農業委員会総会議事規則第７条に

より、この総会が成立していることをご報告いたします。以降の議事

の進行につきましては藤澤会長代理よろしくお願いします。 

議    長 それでは、本日の議事録署名委員さんを指名させて頂きます。本日の

署名委員さんに由喜門委員、藤原委員、よろしくお願いします。 

早速ですが、議題の方に入らせて頂きます。まず、報告事項について、

事務局から説明をお願いします。 

事  務  局 議案資料の１頁目をご覧ください。報告事項、農地法許可に係る専決

処分についてでございます。平成３０年度瀬戸内市農業委員会第９回

総会で転用許可と議決されました、エステートプランニング株式会社

ほか３件による農地法第５条許可申請につきまして、開発案件であり

ましたが、平成３０年１２月２１日付けで瀬戸内市開発協議会から承

諾を得ましたので、同日付けで許可しておりますことを報告したもの

となっております。なお、１番案件につきましては、転用面積が３，

０００平方メートルを超えておりますので、岡山県農業会議に諮問し

たところ、平成３０年１２月１４日付けで許可が適当であるとの意見

答申を受けております。事務局からの説明は以上です。 

議    長 はい、ありがとうございました。ただ今の報告事項につきまして何か

ご意見、ご質問がございましたらお願いいたします。 

（意見なし） 

議    長 それでは、ご意見がないようですので、この件につきましては、報告

承認とさせていただきます。それでは続きまして第１号議案、農地法

第３条許可申請についてですが、３番と８番の案件については、農地

利用最適化推進委員が申請当事者となっておりますので、審議中は退

席をお願いいたします。それでは事務局から説明をお願いします。 

事  務  局 議案資料の２頁目をご覧ください。第１号議案農地法第３条許可申請

についてでございます。 

       【１番案件】 
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        譲受人「邑久町山田庄■■ ■■■■ ■ ■」。譲渡人「邑久町福

中■■ ■■■■ ■ ■」。農地の所在地は「牛窓町牛窓４０１９

－１」。登記、現況地目はいずれも「畑」。面積は６９２㎡。譲受人

の農地までの距離は１ｋｍ。耕作面積は４，５２２㎡となっておりま

す。家族数は２名、耕作者数は１名。取得の理由は「増反」によるも

の。譲渡理由は「相手方の要望」によるものです。なお、所有権移転

によるもので１０ａあたり■万円となっております。 

第２項第１号について、譲受人の「■■■■」さんは、経営農地を全

て適切に耕作、管理するのに十分な機械の能力を保有しており、耕作

の事業に供すべき農地の全てを効率的に利用できるものと見込まれま

す。 

        第２項第２号について、譲受人は個人でありますので、適用はありま

せん。 

        第２項第３号について、信託ではないので適用はありません。 

        第２項第４号について、譲受人は農作業を行う必要がある日数につい

て、農作業に従事すると見込まれます。 

        第２項第５号について、譲受人が耕作の事業に供すべき農地は、当該

地区の下限面積を超えております。 

        第２項第６号について、許可申請に係る農地は譲渡人の所有農地であ

り、転貸には当たりません。 

        第２項第７号について、申請地はこれまで譲渡人の「■■■■」さん

が「畑」として管理しており、譲受人の「■■■■」さんも同様に

「畑」として耕作を行うことから、本件の権利取得により周辺の農地

の農業上の効率的かつ総合的な利用の確保に支障は生じないものと考

えられます。なお、事務局と担当委員の服部委員とで現地調査を行い、

周辺の農地の利用状況等を確認済です。 

        以上のことから、農地法第３条第２項各号には該当していないため、

許可要件の全てを満たしていると考えます。 

【２番案件】 

        譲受人「長船町服部■■ ■■■■ ■ ■」。譲渡人「備前市伊部

■■ ■■■■ ■ ■」。農地の所在地は「邑久町尾張１２３６－

１」。登記、現況地目はいずれも「田」。面積は２，３８８㎡。譲受

人の農地までの距離は６ｋｍ。耕作面積は６６，５８１㎡となってお

ります。家族数及び耕作者数はいずれも２名。取得の理由は「増反」

によるもの。譲渡理由は「相手方の要望」によるものです。なお、所

有権移転によるもので１０ａあたり■万円となっております。 

第２項第１号について、譲受人の「■■■■」さんは、経営農地を全

て適切に耕作、管理するのに十分な機械の能力を保有しており、耕作
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の事業に供すべき農地の全てを効率的に利用できるものと見込まれま

す。 

        第２項第２号について、譲受人は個人でありますので、適用はありま

せん。 

        第２項第３号について、信託ではないので適用はありません。 

        第２項第４号について、譲受人は農作業を行う必要がある日数につい

て、農作業に従事すると見込まれます。 

        第２項第５号について、譲受人が耕作の事業に供すべき農地は、当該

地区の下限面積を超えております。 

        第２項第６号について、許可申請に係る農地は譲渡人の所有農地であ

り、転貸には当たりません。 

        第２項第７号について、申請地はこれまで譲渡人の「■■■■」さん

が「田」として管理しており、譲受人の「■■■■」さんも同様に

「田」として耕作を行うことから、本件の権利取得により周辺の農地

の農業上の効率的かつ総合的な利用の確保に支障は生じないものと考

えられます。なお、事務局と担当委員の山﨑委員とで現地調査を行い、

周辺の農地の利用状況等を確認済です。 

        以上のことから、農地法第３条第２項各号には該当していないため、

許可要件の全てを満たしていると考えます。 

【３番案件】 

        譲受人「邑久町下山田■■ ■■■■ ■ ■」。譲渡人「邑久町下

山田■■ ■■■■ ■ ■」。農地の所在地は「邑久町下山田２０

８０」。登記地目は「田」、現況地目は「畑」。面積は６６１㎡。

「邑久町下山田２１３８－１」。登記、現況地目はいずれも「田」。

面積は３９３㎡。「邑久町下山田２１３９－３」。登記、現況地目は

いずれも「畑」。面積は１１８㎡。譲受人の農地までの距離は３００

ｍ。耕作面積は９６，７３６㎡となっております。家族数及び耕作者

数はいずれも２名。取得の理由は「増反」によるもの。譲渡理由は

「相手方の要望」によるものです。なお、所有権移転によるもので１

０ａあたり■万円となっております。 

第２項第１号について、譲受人の「■■■■」さんは、経営農地を全

て適切に耕作、管理するのに十分な機械の能力を保有しており、耕作

の事業に供すべき農地の全てを効率的に利用できるものと見込まれま

す。 

        第２項第２号について、譲受人は個人でありますので、適用はありま

せん。 

        第２項第３号について、信託ではないので適用はありません。 
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        第２項第４号について、譲受人は農作業を行う必要がある日数につい

て、農作業に従事すると見込まれます。 

        第２項第５号について、譲受人が耕作の事業に供すべき農地は、当該

地区の下限面積を超えております。 

        第２項第６号について、許可申請に係る農地は譲渡人の所有農地であ

り、転貸には当たりません。 

        第２項第７号について、申請地はこれまでも譲受人の「■■■■」さ

んが借り受けて耕作しており、引き続き同様に耕作を行うことから、

本件の権利取得により周辺の農地の農業上の効率的かつ総合的な利用

の確保に支障は生じないものと考えられます。なお、事務局と担当委

員の山﨑委員とで現地調査を行い、周辺の農地の利用状況等を確認済

です。 

        以上のことから、農地法第３条第２項各号には該当していないため、

許可要件の全てを満たしていると考えます。 

【４番案件】 

        譲受人「邑久町山手■■ ■■■■ ■ ■」。譲渡人「邑久町北島

■■ ■■■■ ■ ■」。農地の所在地は「邑久町山手１４３９－

１」。登記地目は「田」、現況地目は「畑」。面積は１５３㎡。譲受

人の農地までの距離は１ｋｍ。耕作面積は１１８，８６２㎡となって

おります。家族数及び耕作者数はいずれも３名。取得の理由は「増

反」によるもの。譲渡理由は「相手方の要望」によるものです。なお、

所有権移転によるもので１０ａあたり■万円となっております。 

第２項第１号について、譲受人の「■■■■」さんは、経営農地を全

て適切に耕作、管理するのに十分な機械の能力を保有しており、耕作

の事業に供すべき農地の全てを効率的に利用できるものと見込まれま

す。 

        第２項第２号について、譲受人は個人でありますので、適用はありま

せん。 

        第２項第３号について、信託ではないので適用はありません。 

        第２項第４号について、譲受人は農作業を行う必要がある日数につい

て、農作業に従事すると見込まれます。 

        第２項第５号について、譲受人が耕作の事業に供すべき農地は、当該

地区の下限面積を超えております。 

        第２項第６号について、許可申請に係る農地は譲渡人の所有農地であ

り、転貸には当たりません。 

        第２項第７号について、申請地はこれまで譲渡人の「■■■■」さん

が「畑」として管理しており、譲受人の「■■■■」さんも同様に

「畑」として耕作を行うことから、本件の権利取得により周辺の農地
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の農業上の効率的かつ総合的な利用の確保に支障は生じないものと考

えられます。なお、事務局と担当委員の立岡委員とで現地調査を行い、

周辺の農地の利用状況等を確認済です。 

以上のことから、農地法第３条第２項各号には該当していないため、

許可要件の全てを満たしていると考えます。 

【５番案件】 

        譲受人「邑久町下山田■■ ■■■■ ■ ■」。譲渡人（持分１３

６９４９４分の３４７０１５）「東京都国分寺市東元町■■ ■■■

■ ■ ■」。（持分１３６９４９４分の２９０６５９）「東京都国

分寺市東元町■■ ■■■■ ■ ■」。農地の所在地は「邑久町下

山田２５８４」。登記、現況地目はいずれも「田」。面積は３，２９

４㎡。譲受人の農地までの距離は１ｋｍ。耕作面積は５０３，０１６

㎡となっております。家族数及び耕作者数はいずれも３名。取得の理

由は「増反」によるもの。譲渡理由は「相手方の要望」によるもので

す。なお、所有権移転によるもので１０ａあたり■万円となっており

ます。 

第２項第１号について、譲受人の「■■■■」さんは、経営農地を全

て適切に耕作、管理するのに十分な機械の能力を保有しており、耕作

の事業に供すべき農地の全てを効率的に利用できるものと見込まれま

す。 

        第２項第２号について、譲受人は個人でありますので、適用はありま

せん。 

        第２項第３号について、信託ではないので適用はありません。 

        第２項第４号について、譲受人は農作業を行う必要がある日数につい

て、農作業に従事すると見込まれます。 

        第２項第５号について、譲受人が耕作の事業に供すべき農地は、当該

地区の下限面積を超えております。 

        第２項第６号について、許可申請に係る農地は譲渡人の所有農地であ

り、転貸には当たりません。 

        第２項第７号について、申請地はこれまでも譲受人の「■■■■」さ

んが借り受けて耕作しており、引き続き同様に耕作を行うことから、

本件の権利取得により周辺の農地の農業上の効率的かつ総合的な利用

の確保に支障は生じないものと考えられます。なお、事務局と担当委

員の梶原委員とで現地調査を行い、周辺の農地の利用状況等を確認済

です。 

        以上のことから、農地法第３条第２項各号には該当していないため、

許可要件の全てを満たしていると考えます。 

【６番案件】 
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        譲受人「邑久町箕輪■■ ■■■■ ■ ■」。譲渡人「邑久町箕輪

■■ ■■■■ ■ ■」。農地の所在地は「邑久町箕輪１３４」。

登記、現況地目はいずれも「田」。面積は９４５㎡。譲受人の農地ま

での距離は１０ｍ。耕作面積は７，７６４．０５㎡となっております。

家族数及び耕作者数はいずれも２名。取得の理由は「増反」によるも

の。譲渡理由は「相手方の要望」によるものです。なお、所有権移転

によるもので１０ａあたり■万円となっております。 

第２項第１号について、譲受人の「■■■■」さんは、経営農地を全

て適切に耕作、管理するのに十分な機械の能力を保有しており、耕作

の事業に供すべき農地の全てを効率的に利用できるものと見込まれま

す。 

        第２項第２号について、譲受人は個人でありますので、適用はありま

せん。 

        第２項第３号について、信託ではないので適用はありません。 

        第２項第４号について、譲受人は農作業を行う必要がある日数につい

て、農作業に従事すると見込まれます。 

        第２項第５号について、譲受人が耕作の事業に供すべき農地は、当該

地区の下限面積を超えております。 

        第２項第６号について、許可申請に係る農地は譲渡人の所有農地であ

り、転貸には当たりません。 

        第２項第７号について、申請地はこれまで譲渡人の「■■■■」さん

が「田」として耕作を依頼しており、譲受人の「■■■■」さんも同

様に「田」として耕作を行うことから、本件の権利取得により周辺の

農地の農業上の効率的かつ総合的な利用の確保に支障は生じないもの

と考えられます。なお、事務局と担当委員の原田委員とで現地調査を

行い、周辺の農地の利用状況等を確認済です。 

        以上のことから、農地法第３条第２項各号には該当していないため、

許可要件の全てを満たしていると考えます。 

【７番案件】 

        譲受人「邑久町虫明■■ ■■■■ ■ ■」。譲渡人「倉敷市玉島

■■ ■■■■ ■ ■」。農地の所在地は「邑久町福谷３３０５」。

登記、現況地目はいずれも「田」。面積は１，３８３㎡。「邑久町虫

明１３６８」。登記、現況地目はいずれも「畑」。面積は１０２㎡。

「邑久町虫明１３７３」。登記、現況地目はいずれも「畑」。面積は

９３㎡。譲受人の農地までの距離は１ｋｍ。耕作面積は１４，９８７．

１５㎡となっております。家族数は２名、耕作者数は１名。取得の理

由は「増反」によるもの。譲渡理由は「相手方の要望」によるもので
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す。なお、所有権移転によるもので１０ａあたり■万円となっており

ます。 

第２項第１号について、譲受人の「■■■■」さんは、経営農地を全

て適切に耕作、管理するのに十分な機械の能力を保有しており、耕作

の事業に供すべき農地の全てを効率的に利用できるものと見込まれま

す。 

        第２項第２号について、譲受人は個人でありますので、適用はありま

せん。 

        第２項第３号について、信託ではないので適用はありません。 

        第２項第４号について、譲受人は農作業を行う必要がある日数につい

て、農作業に従事すると見込まれます。 

        第２項第５号について、譲受人が耕作の事業に供すべき農地は、当該

地区の下限面積を超えております。 

        第２項第６号について、許可申請に係る農地は譲渡人の所有農地であ

り、転貸には当たりません。 

        第２項第７号について、申請地はこれまで譲渡人の「■■■■」さん

が「田」及び「畑」として耕作を依頼しており、譲受人の「■■■

■」さんも同様に「田」及び「畑」として耕作を行うことから、本件

の権利取得により周辺の農地の農業上の効率的かつ総合的な利用の確

保に支障は生じないものと考えられます。なお、事務局と担当委員の

鷹取委員とで現地調査を行い、周辺の農地の利用状況等を確認済です。 

        以上のことから、農地法第３条第２項各号には該当していないため、

許可要件の全てを満たしていると考えます。 

【８番案件】 

        譲受人「長船町福里■■ ■■■■ ■ ■」。譲渡人「長船町福里

■■ ■■■■ ■ ■」。農地の所在地は「長船町福里３５６－

１」。登記、現況地目はいずれも「田」。面積は９３０㎡。譲受人の

農地までの距離は５５ｍ。耕作面積は７，７３２㎡となっております。

家族数は３名、耕作者数は１名。取得の理由は「増反」によるもの。

譲渡理由は「相手方の要望」によるものです。なお、所有権移転によ

るもので１０ａあたり■万円となっております。 

第２項第１号について、譲受人の「■■■■」さんは、経営農地を全

て適切に耕作、管理するのに十分な機械の能力を保有しており、耕作

の事業に供すべき農地の全てを効率的に利用できるものと見込まれま

す。 

        第２項第２号について、譲受人は個人でありますので、適用はありま

せん。 

        第２項第３号について、信託ではないので適用はありません。 
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        第２項第４号について、譲受人は農作業を行う必要がある日数につい

て、農作業に従事すると見込まれます。 

        第２項第５号について、譲受人が耕作の事業に供すべき農地は、当該

地区の下限面積を超えております。 

        第２項第６号について、許可申請に係る農地は譲渡人の所有農地であ

り、転貸には当たりません。 

        第２項第７号について、申請地はこれまでも譲受人の「■■■■」さ

んが借り受けて耕作しており、引き続き同様に耕作を行うことから、

本件の権利取得により周辺の農地の農業上の効率的かつ総合的な利用

の確保に支障は生じないものと考えられます。なお、事務局と担当委

員の藤原委員とで現地調査を行い、周辺の農地の利用状況等を確認済

です。 

        以上のことから、農地法第３条第２項各号には該当していないため、

許可要件の全てを満たしていると考えます。 

以上、事務局から第１号議案の説明を終わります。 

議    長 はい、ありがとうございました。続きまして、担当委員さんのご意見

を伺いたいと思います。１番案件について、服部委員、お願いします。 

服 部 委 員   譲受人の■■さんは兼業農家で主に前島で父親と農業をされています。

譲渡人の■■さんは高齢となり管理も難しくなってきたことから、こ

の度売買の話がまとまったようです。■■さんの営農状況からも特に

問題ないと思われます。ご審議のほどお願いいたします。 

議    長 はい、ありがとうございました。続きまして、２番、３番案件につい

て、山﨑委員、お願いします。 

山 﨑 委 員   ２番案件は、譲受人の■■さんは兼業ですが親子で農業をされていま

す。この度譲渡人の■■と売買の話がまとまったものです。営農状況

についても問題ありません。３番案件は、譲受人の■■さんが借入地

の取得するというもので、こちらの案件についても特に問題はありま

せん。ご審議のほどお願いいたします。 

議    長 はい、ありがとうございました。続きまして４番案件について、立岡

委員、お願いします。 

立 岡 委 員   譲渡人の■■さんは９０歳と高齢で、管理が難しくなったため、申請

地の側で農業されている譲受人の■■さんが買い受ける話がまとまっ

たものです。営農状況も特に問題ありませんのでご審議のほどお願い

いたします。 

議    長 はい、ありがとうございました。続きまして５番案件について、梶原

委員、お願いします。 

梶 原 委 員   譲受人の■■さんは５０町ほどされている大きな農家です。申請地は

共有名義となっている農地ですが、譲渡人２人の持分を移転するもの
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です。元々■■さんが借り受けて耕作しており特に問題はありません。

ご審議のほどお願いいたします。 

議    長 はい、ありがとうございました。続きまして６番案件について、原田

委員、お願いします。 

原 田 委 員   申請地は、譲渡人の■■さんが譲受人とは別の方に耕作を依頼してい

ました。■■さんも高齢となり、申請地を譲渡することを考えていた

ところ、隣に住んでいる■■さんと話がまとまったものです。■■さ

んは兼業ですが、しっかり耕作をされていますので特に問題はありま

せん。ご審議のほどお願いいたします。 

議    長 はい、ありがとうございました。続きまして７番案件について、鷹取

委員、お願いします。 

鷹 取 委 員   譲受人の■■さんは虫明でみかん等の果樹を中心に父親と耕作をされ

ています。畑は元々譲渡人の■■さんから借り受けていたところです

が、この度田も含めて譲渡の話がまとまったものです。営農状況は特

に問題ありません。ご審議のほどお願いいたします。 

議    長 はい、ありがとうございました。続きまして８番案件について、藤原

委員、お願いします。 

藤 原 委 員   この案件は、申請人の親同士が賃貸借契約にて譲受人の■■さんが耕

作を続けてきましたが、今後も耕作を続けていくということでこの度、

売買の話がまとまったようです。特に問題はないと思われますので、

ご審議のほどお願いいたします。 

議    長 はい、ありがとうございました。以上で担当委員さんからの意見は終

わりましたが、何かご意見、ご質問がありましたらお願いします。 

（意見なし） 

議    長 ご意見ないようですので，採決に入らせていただきます。 

ただ今の第１号議案農地法第３条許可申請について、許可に賛成の方、

挙手願います。 

（賛成者挙手） 

議    長 はい、全員賛成ということで、許可を決定させて頂きます。 

続きまして第２号議案、農地法第４条許可申請について、事務局の説

明をお願いします。 

事  務  局   それでは議案資料３頁目をご覧ください。第２号議案農地法第４条許

可申請についてご説明いたします。 

【１番案件】 

  申請人「大阪府堺市南区槇塚台■■ ■ ■■■■」。土地の所在地

は「邑久町山田庄４０６－１」。地目は「田」。面積は１，０１８㎡。

転用目的は｢農地改良」。施設の概要は｢畑１，０１８㎡」。農地区分

は第２種農地。隣地への被害はありません。なお、農地改良に伴う一



- 11 - 

時転用で転用期間は、平成３１年５月３１日までとなっております。

また、農用地区域外農地です。場所につきましては、資料６ページを

ご覧ください。ＪＲ邑久駅から北東へ約４００ｍのところに位置して

おります。 

以上、事務局からの説明を終わります。 

議    長 はい、ありがとうございました。事務局の説明が終わりました。続き

まして、担当委員さんのご意見を伺いたいと思います。１番案件につ

いて、立岡委員、お願いします。 

立 岡 委 員 申請地は周りが宅地化し残された農地で水稲の作付けには適していま

せん。この度、畑地とするための一時転用申請となっています。申請

人は大阪に住んでいますが、申請地の近くに住んでいる義理の弟さん

が利用権を設定し耕作をされるようです。特に問題ないと思われます。

ご審議のほどお願いいたします。 

議    長   はい、ありがとうございました。それでは、ただいまの第２号議案に

つきまして何かご意見、ご質問ありましたらお願いいたします。 

（意見なし） 

はい、ご意見ないようですので、採決に入らせて頂きます。 

        第２号議案農地法第４条許可申請について、許可に賛成の方は挙手を

お願いします。 

（賛成者挙手） 

議    長 はい、全員賛成ということで、許可を決定させて頂きます。 

続きまして、第３号議案、農地法第５条許可申請について、事務局の

説明をお願いします。 

事  務  局   それでは議案資料３頁目をご覧ください。第３号議案農地法第５条許

可申請についてご説明いたします。 

【１番案件】 

  譲受人「邑久町尾張■■ ■ ■■■■」。譲渡人「邑久町尾張■■ 

■ ■■■■」。土地の所在地は「邑久町尾張５６０」。地目は

「畑」。面積は２３９㎡。転用目的は｢露天駐車場」。施設の概要は

「露天駐車場２３９㎡」。農地区分は第３種農地で普通畑となってお

ります。資金は自己資金が■万円、借入金が■万円。隣地への被害は

ありません。なお、所有権移転によるもので１０a あたり■万円。農

用地区域外の農地です。場所につきましては、資料７ページをご覧く

ださい。瀬戸内市役所から南東へ約２４０ｍのところに位置しており

ます。 

【２番案件】 

  譲受人「邑久町本庄■■ ■ ■■■■」。譲渡人「岡山市北区西崎

■■ ■ ■■■■」。土地の所在地は「邑久町本庄３０４２」。地
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目は「畑」。面積は２０８㎡。転用目的は｢露天駐車場」。施設の概要

は「露天駐車場２０８㎡」。農地区分は第２種農地で普通畑となって

おります。資金は自己資金が■万円。隣地への被害はありません。な

お、所有権移転によるもので１０aあたり■万円。農用地区域外農地

です。場所につきましては、資料８ページをご覧ください。瀬戸内市

消防本部から南西へ約３００ｍのところに位置しております。 

【３番案件】 

  借人「岡山市東区楢原■■ ■ ■■■■」。貸人「長船町東須恵■

■ ■ ■■■■」。土地の所在地は「長船町東須恵１１８１－２」。

地目は「畑」。面積は２３８㎡。転用目的は｢分家住宅」。施設の概要

は｢木造２階建１棟７３．７㎡」。建ぺい率は「３０．１％」。農地区

分は第２種農地で普通畑となっております。資金は借入金が■万円。

隣地への被害はありません。なお、使用貸借権設定によるもので１０

ａあたり無償。農用地区域外の農地です。場所につきましては、資料

９ページをご覧ください。農家の店しんしんから北へ約２００ｍのと

ころに位置しております。 

【４番案件】 

  譲受人「倉敷市上富井６２０番地の３ 運送業 有限会社ロードマン

エクスプレス 代表取締役 小川 勝之」。譲渡人「長船町土師■■ 

■ ■■■■」。土地の所在地は「長船町土師３２」。地目は「畑」。

面積は２２３㎡。「長船町土師３３－３」。地目は「畑」。面積は３

６９㎡。転用目的は｢露天駐車場」。施設の概要は｢露天駐車場５９２

㎡」農地区分は第２種農地で普通畑となっております。資金は自己資

金が■万円。隣地への被害はありません。なお、所有権移転によるも

ので１０ａあたり■万円。農用地区域外の農地です。場所につきまし

ては、資料１０ページをご覧ください。ＪＲ長船駅から南へ約３８０

ｍのところに位置しております。 

以上、事務局からの説明を終わります。 

議    長 はい、ありがとうございました。事務局の説明が終わりました。続き

まして、担当委員さんのご意見を伺いたいと思います。１番案件につ

いて、山﨑委員、お願いします。 

山 﨑 委 員 譲受人の■■さんは、申請地の隣地でデイサービスなどの介護事業を

している「ほのか」の役員ですが、社員や介護車両などで既存の駐車

場が溢れ困っていたようです。この度、譲渡人の■■さんと話がまと

まり、申請地とその南側の宅地を購入し、駐車場として使用するとい

うものです。周辺には僅かに農地が残っていますが、土地利用計画か

らも特に影響はないと思われます。ご審議のほどお願いいたします。 
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議    長 はい、ありがとうございました。続きまして２番案件について、梶原

委員、お願いします。 

梶 原 委 員 こちらの案件は、譲受人の■■さんが駐車場に困っていたところ、隣

接する畑の所有者である■■さんと話がまとまり譲ってもらえること

になったそうです。■■さんは岡山市に住んでいて管理も難しいよう

ですし、周囲を宅地に囲まれているような農地ですから転用はやむを

得ず、特に問題ないと思われます。ご審議のほどお願いいたします。 

議    長 はい、ありがとうございました。続きまして３番案件について、大森

委員、お願いします。 

大 森 委 員 申請人は親子であり、岡山市に住んでいる息子が家を建て将来的には

農業を継ぐとのことです。元々農振農用地でしたが、昨年１２月に除

外済のようです。図面等確認しましたが排水同意もありますし特に問

題ないと思われます。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

議    長 はい、ありがとうございました。続きまして４番案件について、射越

委員、お願いします。 

射 越 委 員 譲受人は倉敷市の運送業者で、長船に近い備前市の運送業者の下請け

業者です。以前から駐車場用地を探していたところ今回の話がまとま

ったようです。申請地は事業地から近く、県道沿いでアクセスも良い

ため適地と言えます。周囲の営農にも支障は生じないと思われます。

ご審議のほどお願いいたします。 

議    長 はい、ありがとうございました。それでは、ただいまの第３号議案に

つきまして何かご意見、ご質問ありましたらお願いいたします。 

（意見なし） 

はい、ご意見ないようですので、採決に入らせて頂きます。 

        第３号議案農地法第５条許可申請について、許可に賛成の方は挙手を

お願いします。 

（賛成者挙手） 

議    長 はい、全員賛成ということで、許可を決定させて頂きます。 

続きまして、第４号議案、農業経営基盤強化促進法による農地利用集

積計画について（利用権設定）ということで、事務局の説明をお願い

します。 

事  務  局   それでは第４号議案農業経営基盤強化促進法による農用地利用集積計

画についてご説明いたします。議案資料４頁目をご覧ください。 

【第４号議案農業経営基盤強化促進法による農用地利用集積計画につい

て議案書をもとに朗読】 

議    長   はい、ただ今の第４号議案につきまして何かご意見、ご質問がござい

ましたらお願いいたします。 

（意見なし） 
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議    長  ご意見ないようですので、第４号議案につきまして、承認とさせてい

ただきます。 

それでは最後のその他の項目に入らせていただきます。事務局、お願

いします。 

事  務  局   今後の予定でございますが、２月総会は、２月１２日火曜日に予定し

ております。３月総会は、３月１９日火曜日を予定しておりますので、

よろしくお願いします。また、追加で配布しております農業法人の新

規参入相談に関する資料をご覧ください。２件の相談がきておりまし

て、それぞれ担当の地区等で誘致できる場所を検討していただき事務

局まで情報提供をお願いします。 

議    長   他にご意見・ご質問はありませんか。それではご意見もないようです

ので、これをもちまして、平成３０年度１月の総会を閉会とさせて頂

きます。ありがとうございました。 

 

（午前１０時２０分 閉会） 

 

上記議事録を作成し、その相違ないことを証するためここに署名押印

する。 

平成３１年１月１６日 

 

議   長   藤 澤 美 芳 

 

署 名 委 員   由 喜 門  尊 

 

署 名 委 員   藤 原 由 果 


